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はじめに

1980 年代以降，運動や健康スポーツを通して健康問

題を研究する「運動心理学」という分野が確立され (竹

中 ,1998)，運動や身体活動がもたらす心理学的な恩恵

について研究が行われてきた。その運動心理学の領域に

おいて，メンタルヘルスの成果指標の１つとして，「感情」

に注目が集まっている。

運動心理学の初期においては，感情を測定する際，

運動場面に用いることを意図せずに作成された心理学的

尺度，すなわち運動場面に固有ではない尺度が多く用

いられてきた ( レビューとして,Berger and Motl, 2000; 

Petruzzello et al.,1991など)。主な尺度として，「状態

不安」を測定する State-Trait Anxiety Inventory(STAI; 

Spielberger et al.,1970) や「緊張-不安」，「抑うつ - 落

ち込み」，「怒り -敵意」，「活気」，「疲労」，および「混乱」

の６つの気分を測定する Profile of Mood States(POMS; 

McNair et al.,1971) が挙げられる。しかし，近年では，

これらの尺度を運動場面に使用する適性が疑問視され始

めている。たとえば，運動にともなって肯定的に覚醒し
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　Abstract

  The aim of this study was to assess the construct and factorial validity of the Waseda  Affect  Scale 
of Exercise and Durable Activity (WASEDA；Arai et al.,2003) specifically developed for use in 
an exercise setting.Undergraduate students (N=190) and middle aged or elderly people (N=104) 
in Japan were recruited to participate in this study.  Removing those who had deficits in the 
questionnaire, 186 students and 101 middle aged or elderly people were enrolled as the participants. 
In order to Confirm the proposed three factor structure of the WASEDA, the confirmatory factor 
analysis (CFA) was applied to the scale responses. CFA revealed that the hypothesized model 
desirably fit the data (GFI=.95, AGFI=.93, RMSEA=.05). The simultaneous analysis was also 
applied across samples and gender to investigate the factorial validity.  The analysis showed the 
invariance of structural factor model of the WASEDA. In conclusion, this study produced supportive 
results of the construct and factorial validity of the WASEDA. The WASEDA would be useful as a 
valid instrument for assessing affective change in the exercise setting.
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た感情が，否定的に覚醒した感情 (STAI の「状態不安」

や POMS の「緊張 - 不安」) として得点に反映されてし

まうこと (荒井・中村，2001; 荒井ほか，2002a) や，運

動は否定的な感情よりも肯定的な感情と強く関連する

(Gauvin and Brawley，1993)にもかかわらず，これらの

尺度の測定因子は，感情の否定的側面に偏っていること

など，いくつかの問題点が指摘されている ( 荒井ほか，

2002b)。そのため，運動場面固有の感情尺度が作成され

始め，その尺度を用いた効果検証が行われている。

運動固有の感情尺度として，荒井ほか (2003) は，感

情表現辞典 ( 中村 ,1993) から抽出した形容詞句を元

に研究を行い，Waseda Affect Scale of Exercise and Durable 

Activity (WASEDA)を開発している。荒井ほか (2003) によ

ると，運動固有の感情尺度は，1) 様々な一過性運動に

伴って生じる感情の変化に敏感である，2) 否定的な感

情だけでなく，肯定的な感情を活性・不活性に分けて

測定できる，3) 項目が少なく測定が簡便である，とい

う３つの条件を満たすことが求められているが，WASEDA

はこの３つの条件を満たしている。また，有光 (2002)

によると，日本人が使用している感情語彙 (単語集 )を

用いた感情尺度の方が，翻訳された感情尺度よりも妥当

性が優れている。このことから，翻訳された感情尺度よ

りも，WASEDA が内容的に妥当であることがわかる。

これまでに，荒井ほか (2003) によって，WASEDA の妥

当性と信頼性は確認されている。しかし，因子分析モ

デルの適合性はいまだ検討されておらず，その因子構

造の妥当性は明らかではない。因子分析モデルが適合し

ていない場合，信頼性係数や因子負荷量などの推定値

が不正確になる可能性がある ( 狩野，2002)。運動固有

の感情尺度についても，いくつかの尺度において，因

子構造の妥当性が検討されている。たとえば，McAuley 

and Courneya(1994) は，運動場面固有の感情尺度であ

る Subjective Exercise Experiences Scale(SEES)を開発し

ている。その後，Lox and Rudolph(1994)によって，SEES

は妥当な因子構造を有していることが確認されている。

わが国で開発された WASEDA についても，因子分析モデ

ルヘの適合性を検討することが期待されている。

以上のことに鑑み，本研究の目的は，WASEDA の構成

概念妥当性を検討すること，および WASEDA の因子妥当

性を検討することとした。具体的には，まず，構成概念

妥当性の検討として，探索的因子分析の結果によって想

定された因子分析モデルを検証するために，検証的因子

分析を行った。共分散構造分析による検証的因子分析は，

尺度の妥当性を明らかにする手法として，近年推奨され

ている（有光，2002)。つづいて，因子妥当性の検討と

して，サンプルや性によって WASEDA の因子構造に違い

がないかどうかを検討するために，共分散構造分析によ

る多母集団の同時分析を行った。WASEDA は，大学生と

中高年という２つのサンプルをあわせて作成されている

( 荒井ほか，2003)。そのため，両方の母集団において

因子分析モデルがあてはまるかどうかが懸念される。多

母集団同時分析とは，因子不変性が成り立つ (複数個の

母集団で同一の因子が想定できる )ことを確認する有力

な方法である ( 狩野・三浦，2002)。なお，多母集団同

時分析では，各因子を測定する観測変数が等しいモデル

である配置不変モデルや，因子構造だけでなくパス係数

も同等である測定不変モデルといったモデルを検証する

( 豊田，2003)。本研究では，２つの母集団において因

子構造が変化しないことを検証することを目的として多

母集団同時分析を行うため，測定不変モデルを検証する

必要性は低いと判断し，配置不変モデルを検証すること

とした。

方法

首都圏にある２つの４年制私立大学に在籍する大学

生 190 名 ( 男性 100 名，女性 90 名 ; 平均年齢 19.17 ±

2.57 歳 ) と，首都圏にある４年制私立大学主催の「健康」

に関する市民講座に参加した中・高年者 104 名 ( 男性

61 名，女性 43 名 ; 平均年齢 58.55 ± 10.45 歳 ) の合計

294 名のうち，回答に欠損値を含まない 287 名 [ 大学生

186 名 ( 男性 96 名，女性 90 名 ; 平均年齢 19.18 ± 2.59

歳 ) および中・高年者 101 名 ( 男性 59 名，女性 42 名 ;

平均年齢 58.58 ± 10.38 歳 )] を分析対象とした。

測定尺度は，運動場面固有の感情尺度である WASEDA 

( 荒井ほか，2003) を用いた。WASEDA は，感情の否定的

な側面を測定する「否定的感情 ( 沈んだ，いやがった，

心苦しい，うろたえた )」，活性した肯定的感情を測る「高

揚感(燃えあがった，夢中な，わくわくした，胸おどる)」，

および沈静した肯定的感情を測定する「落ち着き感 (安

心した，安らいだ，落ち着いた，のんびりした )」の３

因子 12 項目によって構成される。各項目の評定方法は，

「全く感じない」，「あまり感じない」，「どちらでもない」，

「すこし感じる」，および「かなり感じる」の５件法であ

り，それぞれ１－５点と得点化する。

本研究では，運動を行っている状況を想起させて回

答をする形式を採用し，担当者の指示の下に一斉に調査

を実施した。教示は，「あなたが『少し息がはずむよう

な運動 ( たとえば，散歩やゲームからスポーツまで )』

をする際に，以下に示すような気持ちをどのくらい経験



9WASEDA における構成概念妥当性および因子妥当性の検討

しますか」とした。実際に尺度を使用する際と同様に，

あらゆる年齢層で，多様な運動場面において尺度の回答

が可能になるように，「散歩，ゲームからスポーツまで」

という形式を採用した。

適合度の指標として，Goodness of Fit Index (GFI)， 

Adjusted Goodness of Fit Index(AGFI)，およびroot mean 

square error of approximation(RMSEA)の３つを使用した

( 以下の解説は，山本・小野寺，1999 による )。GFI と

は，モデルの分散共分散がデータの持つ分散共分散をど

の程度説明するかということを示す指標であり，０－１

の間の値をとる。AGFI も，同じく０－１の間の値をと

り，GFI の欠点である自由度に影響される点を修正した

ものである。GFI や AGFI が１の場合は，因子分析モデ

ルが完全に適合していることを意味する。豊田 (1992)

は GFI が .90 以上であれば，仮説モデルを採択できると

しており，AGFI の値が GFI と比べて極端に低いモデル

はあまり好ましくないと述べている。RMSEA は，モデル

の複雑さによる見かけ上の適合度の上昇を調整する適合

度指標であり，.08 以下であれば適合度が高いとされて

いる ( 山本・小野寺，1999)。なお，χ 2
検定による適

合度の判定は，標本数に影響されると指摘されているた

め (豊田，1998)，本研究では指標として用いなかった。

なお，統計ソフトには Amos4.0 を使用した。

結果

構成概念妥当性の検討

Figure1 は，検証的因子分析における標準偏回帰係数

および因子間の相関係数である。検証的因子分析の結果，

因子分析モデルにおける適合度指標はいずれも高い値を

示した (GFI=.95,AGFI=.93,RMSEA=.05)。このことから，

WASEDA の構成概念妥当性が認められた。

因子妥当性の検討

大学生および中高年の因子分析モデルを Figure2

と Figure3 に，男性および女性の因子分析モデルを

Figure4 と Figure5 にそれぞれ示した。まず，サンプ

ル別による多母集団同時分析の結果，好ましい適合度

指標が得られた (GFI=.92,AGFI=.88,RMSEA=.04)。さら

に，性別による多母集団同時分析の結果も良好であった

(GFI=.92,AGFI=.89,RMSEA=.04)。このことから，異なる

サンプルにおいて，または男女それぞれにおいて ,因子

構造の不変性が成立し，因子妥当性が確認された。

考察

本研究の目的は，運動場面固有の感情尺度である

WASEDA の構成概念妥当性と因子妥当性を検討すること

であった。まず，検証的因子分析を用いて構成概念妥当

性を確認し，さらに，多母集団同時分析を行うことで因

子妥当性を確認した。本研究の結果は，WASEDA の計量

心理学的な支持を増強したといえる。

今 後 の 検 討 課 題 と し て， 子 ど も を 対 象 と し

て，WASEDA の妥当性を検討することが挙げられる。

Markland et al.(1997) は，英国の中学生に運動固有の

感情尺度 SEES を適用できるかどうかを検討し，妥当性

が疑われた２つの項目を削除して，10 項目の SEES 修

正版を作成している。もう１つの代表的な運動固有尺
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度である Exercise-Induced Feeling Inventory (EFI; 

Gauvin and Rejeski,1993) についても，子どもに対する

尺度の使用が心理学的に支持されている (Vlachopoulos 

et al,1996)。運動が感情にもたらす恩恵は，幅広いサ

ンプルについて検討することが望まれるため，WASEDA

についても同様の検討を行うことが期待される。
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